
網膜症

●透析導入原疾患の割合年次推移

糖尿病性腎症とは…？
糖尿病合併症の１つです。

慢性糸球体腎炎
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腎硬化症
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日本透析医学会統計調査委員会「わが国の慢性透析療法の現況」（2017年 12月 31日現在）より
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糖尿病性腎症
42.5％
（2017年） 脳卒中
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糖尿病性腎症の臨床経過
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注）糖尿病性腎症は必ずしも第 1期から順次第 5期まで進行するものではありません。
注）GFRが 30mL/ 分 /1.73 ㎡未満の場合は、尿アルブミン値や尿たんぱく値にかかわらず、腎不全期に分類されます。
　　ただし他の腎臓の病気と見分ける必要があります。
日本糖尿病学会「糖尿病性腎症病期分類 2014の策定（糖尿病性腎症病期分類改訂）について」, 糖尿病 57（７）,531,2014 より一部抜粋

出典：槇野博史　糖尿病性腎症―発症・進展機序と治療，診断と治療社，1999：192を改変
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腎機能

たんぱく尿

腎症前期
第１期

腎機能がかなり低下

腎機能が低下

なるべく
早く治療を
始めましょう

自覚症状が
ほとんどない

早期腎症期
第２期

アルブミン尿が
出始める 顕性腎症期

第３期

アルブミン尿 (たんぱく尿）増加
腎機能が徐々に低下 腎不全期

第４期

腎機能が
顕著に低下 透析療法期

第５期

透析療法や
腎移植など

予防

２期までに治療を
始めよう！

適切な治療で、もとの腎臓に戻す

特定健診についてのお問い合わせは、
お住まいの各市町村窓口へ
特定健診についてのお問い合わせは、
お住まいの各市町村窓口へ特定健診を受けよう！

自分の健康度チェックに こくほ

❶何も入っていない…「たからばこ」から「た」を抜く→からばこ（空箱）　❷犬…大（ダイ）という漢字に点をつけると「犬」　❸植物…芽（め）、花（はな）、葉（は）はあるが、　「口（くち）」や「耳（みみ）」はない　❹…それぞれ漢字で書くと、「猿」「犬」「鳥」「馬」で、「猿」には点がなく、「犬」には点が１つ、「鳥」と「馬」には点が４つある

透析導入患者について CKDの予防について

糖尿病性腎症について

現在、透析導入の原因となる疾患のうち「糖尿病性腎症」の割合が年々増加し、大きな問題となっています。

糖尿病性腎症は、第１期から第５期まであり、早期治療
が大切です。

岡山県の新規透析導入患者数（ODN-Surveyより）

透析導入患者数 糖尿病性腎症
2017年 654人 257人
2018年 649人 260人 約40％

腎症が進むと腎機能の回復も困難になるよ。
透析が必要になると、日常生活に制限が生
じてしまい、医療費も年間500万～
600万円かかってしまうよ。

★特定健診を毎年受けよう�

★健診結果で異常が見つかったら、医療機関を受診しよう

早期発見 !早期発見 !
早期治療 !早期治療 !

CKDは適切な治療を継続的に受けることによって、病期の進行を遅らせ、
合併症を予防することができるよ。医師や管理栄養士に相談しましょう。

～毎日の生活習慣を見直してCKDを予防しよう～

毎日家庭血圧を測ろう

体重を適正に維持しよう

運動をしよう

塩分の摂りすぎに
注意しよう

お酒を控えよう
血圧目標：130/80mmHg未満
血圧が高い状態が続くと、血管に負担が
かかり、腎臓はダメージを受けやすく

なります。　　　

喫煙は腎症や心血管
の合併症のリスクを
高めます。

適正な飲酒量は、アルコール量にして
男性で１日20~30mL（日本酒１合に
相当）以下、女性で１日10~20mL

以下です。

⃝標準体重(kg)：身長(ｍ)×身長(ｍ)×22
⃝BMI：体重(kg)÷身長(ｍ)÷身長(ｍ)

BMIは25未満を目指し
ましょう

※運動してはいけない場合もあるので、
　主治医に相談しましょう。

⃝きついと感じない程度に
⃝１回15～30分を１日２回
⃝１週間に３回以上

禁煙しよう

目標値：１日６ｇ未満

＜引用＞岡山県 CKD管理ノート2019， p.6-22／ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社 イラストでよくわかる糖尿病性腎症， p.５-12


